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秋
の
行
事
の
一
つ
で
あ
る
「
読
書
週
間
」

の
は
じ
ま
り
は
、
大
正
13
年
に
日
本
図
書
館

協
会
が
制
定
し
た
「
図
書
週
間
」
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、
今
の
10
月
27
日
か
ら
11
月
９

日
の
２
週
間
に
な
っ
た
の
が
、
昭
和
23
年
の

こ
と
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
同
じ
期
間
で
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
読
書
週
間
に
合
わ
せ
、
全
国
17
〜

19
歳
の
男
女
計
千
人
に
実
施
さ
れ
た
調
査
に

よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
24
・
９
％
が

読
書
量
が
増
え
た
そ
う
。
要
因
は
さ
て
お
き
、

い
つ
ま
で
も
読
書
を
楽
し
む
有
意
義
な
時
間

は
も
ち
た
い
で
す
ね
。

10
月
27
日
か
ら
は

読
書
週
間

図
書
館
の
数
が

（
人
口
１
０
０
万
人
あ
た
り
）

最
も
多
い

都
道
府
県
は
？

出典：総務省統計局「統計でみる都道府
県のすがた 2021」より
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スマホなどで
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MIC NEWS 01

スマホの活用方法が学べる！
高齢者等に向けて、デジタル活用支援
の講習会が全国で始まりました！

MIC NEWS 02

統計調査
明日のくらしが見えてくる

MIC NEWS 03　
お受け取りになっていない簡易生命保険の
保険金はありませんか？

MIC NEWS 04　
全国過疎問題シンポジウム 2021 in こうち
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写真：  OrangeMoon、Graphs、Rhetorica、On and On ／ PIXTA

暮らしの 今と未 来 がわかる情 報 誌
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第
七
回

T E N T SNOC

源平合戦の舞台として知られる屋
島は、昭和 9 年に瀬戸内海国立
公園ならびに国の史跡および天
然記念物に指定されました。絶
景の地としても有名で、その夕景・
夜景は、「日本の夕陽百選」や「夜
景 100 選」、「日本百名月」に選
ばれています。

屋島

1 位　山梨県
2位　長野県
3位　島根県
4位　高知県
5位　富山県

※

※第 30 回 18 歳意識調査「テーマ：読む・書く」（日本財団）

※平成 30 年度

写真： 屋島山上から望む夕景
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困ったら　一人で悩まず

行政相談
「行政相談」は、国民の皆さまからの行政への苦情、意見、要望などを受け付け、

担当する行政機関とは異なる立場から解決を促進し、行政の改善に生かす仕組みです。
いろいろな行政分野の幅広い相談に対応し、令和 2 年度は、約12 万件の相談を受け付けました。

総務省行政評価局
◇全国 50 か所の行政相談センター
　「きくみみ」で相談を
　受け付けています。
◇全国主要 17 都市のデパートなどに
　 「総合行政相談所」を
　開設しています。

行政相談委員 行政苦情救済
推進会議（詳しくは 9 ページ）

（詳しくは 13 ページ）◇全国に約 5,000 人（各市区町村に
　１人以上）配置されています。
◇国民の皆さまから直接相談を
　受け付けています。

◇民間有識者の意見を聴取し、
　民意を反映した苦情の解決を図ります。

　行政相談制度は、我が国の実情に即した行政苦情救済制度であり、総務省行政評価局、行政相
談委員および行政苦情救済推進会議の三者が一体となって、オンブズマンの機能を果たしている
と、国際的に認識されています。

令和 3 年 10 月18 日（月）～24 日（日）は
行政相談週間です
　総務省では毎年 10 月に「行政相談週間」を実施し、全国
で一日合同行政相談所を開設したり、広報活動を強化する
など、行政相談および行政相談委員制度の周知・利用促進
を集中的に行います。
　令和 3 年度の行政相談週間では、次の事項に重点的に取
り組み、「コロナ禍を踏まえた新しい行政相談」に向けて、
行政相談の歴史をつないでいきます。

一日合同行政相談所の様子
（令和 2 年 10 月きくみみ香川）

①新型コロナウイルス感染症に関連する相談への対応 

②新型コロナウイルス感染症対策と ICT 活用

③行政相談委員制度60周年に関連する取組

　新型コロナウイルス感染症により生活や仕事に厳しい影響を受けた方々、孤
独・孤立状態にある方々、在留外国人など、行政が対応すべき困り事や心配事
を抱えた方々からの相談に、国の行政機関、地方公共団体および各種委員・団
体等と連携して、迅速・的確に対応します。

　新型コロナウイルス感染症対策に万全を期すとともに、ICT などを活用した
「新しい行政相談の進め方」に挑戦します。

　行政相談委員と協力して、委員制度 60 周年に関連する行事や広報活動を実
施し、制度の PR や利用促進に取り組みます。また、地方公共団体との連携を
一層促進します。

この機会に、「行政相談」をぜひご利用ください！
行政相談の窓口

電話で

インター
ネットで

面談、手紙、
FAX で

最寄りの総務省行政相談センター「きくみみ」につながります。

※  NTT コミュニケーション株式会社が定め
る通話料がかかります。各都道府県に設
置されている行政相談センターの直通電
話番号は、総務省のHPでご確認ください。

Your counseling in English is available at:

付議と意見協働

●電話によるご相談（行政苦情 110 番）
お こ ま り な ら 　 ま る ま る く じ ょ ー 　 ひ ゃ く と お ば ん

0570-090110

●インターネットによるご相談

●面談、手紙、FAX によるご相談 ●行政相談員へのご相談

メールフォームから相談できます。

総務省の受付窓口はこちら。 委員が開設する相談所の情報はこちら。

行政相談受付　ネット

行政相談　受付窓口 あなたの街の行政相談所

検索

検索 検索

●英語でのご相談

kikumimi.japan@soumu.go.jp
(English only)
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行政相談週間のポイント①

新型コロナウイルス感染症への対応
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　令和 2 年 1 月から令和 3 年 7 月までに、新型コロナウイルス感染症に関連する相談を約 2 万 7,000 件
受け付けました。新型コロナワクチン接種に関する相談も受け付けています。

　新型コロナウイルス感染症に関連する支援措置や
相談窓口を 1 冊のガイドブックにまとめた「窓口リ
スト」を作成し、公表しています。

行政相談の受付

新型コロナウイルス感染症に関連する相談事例

情報提供と相談窓口における感染対策の取組

合計

26,855件

100％

生活への影響
・個人・家庭向けの支援
・事業者向けの支援
・消費喚起施策
　（GoTo 事業等）等

11,228件（41.8％）

感染対策
（ワクチン接種以外）
・水際対策
・個別の感染対策
・検査・治療体制

5,234件（19.5％）ワクチン接種
・スケジュール
・実施方法・手続
・相談窓口の対応への不満　等

1,384件（5.2％）

相談窓口の対応への不満

786件（2.9％）

情報発信の在り方

708件（2.6％）

政府対応に関する意見・照会等
※他の区分に該当しないこと、
　全般的なこと　等

4,286件（16.0％）

その他

3,229件（12.0％）

※ 行政相談の受付件数は、令和 3 年 8 月 10 日時点のデータに基づく。また、相談の区分は、
相談内容の主要な要素により、判断している。

※ 新型コロナワクチン接種に関する相談受付件数は、令和 3 年 4 月から 7 月までに受け付け
た相談について集計している。

行政相談マスコット
「キクーン」

都道府県ごとの「窓口リスト」を
ホームページに掲載しています

飛まつ感染防止のため、パーテー
ション等を設置

手指の消毒やマスクの
着用をお願い

「
持
続
化
給
付
金
の

再
申
請
」

に
関
す
る
相
談

「
住
居
確
保
給
付
金
の

不
支
給
決
定
の
取
消
し
」

に
関
す
る
相
談

相談要旨

相談要旨

行政相談の対応

行政相談の対応

　持続化給付金の申請に関し、事務局運営を行う事業者の説明を踏まえて対
応したところ、誤った申請が受理され、返金作業が発生した。その上、当該
申請データを取り消すことができなくなり、正当な申請を行うことができな
くなっている。
　運営事業者に対し改善を申し出ているが、たらい回しの対応を受け、困っ
ている。申請期限である令和3年1月15日も迫っており、何とかしてほしい。

　家賃の支払が困難になったため、住居確保給付金を受給しようとしたが、
不支給決定通知が届いた。本当に受給できないのだろうか。

　本件においては、途中から事務局運営を担当する事業者が交代したこと
が、たらい回しの原因となった。
　相談内容を踏まえ、総務省行政相談センターから新旧事業者および中小
企業庁に対し、事実関係を確認した結果、事務局側がミスを認め、再申請
が受理され、申請者に対し給付金が支給された。
　その後、申請者本人から総務省に対する謝意の連絡があった。

　相談を受けた総務省行政相談センターが、調べたところ、相談者のケー
ス（就職していても低収入の状態が続いた場合）は、住居確保給付金の受
給要件に該当する可能性が考えられたことから、福祉事務所に照会した。
　その結果、相談者に対して行われた不支給決定が取り消され、受給でき
ることになった。

1

2

　経済的な理由で家賃を滞納して住む場所を失った場合や、家賃の支払が困難になった場合に、家
賃相当の金額を支給する制度。当初は、離職・廃業した人が対象であったが、新型コロナウイルス
感染症の影響を踏まえ、休業等により収入が低下した人も支給対象となった。

※住居確保給付金
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行政相談週間のポイント②

相談受付の工夫

　テレビ電話等の ICT を活用して、相談者と対応者をつなぎ、人との
接触をできるだけ減らした相談活動を実施します。

　行政相談委員は、総務大臣が委嘱した民間有識者で、無報酬のボランティアです。全国に約 5,000 人（各
市区町村に１人以上）が配置され、国民と行政をつなぐ懸け橋として、皆さまから苦情や相談を受け付け、
相談者への助言や関係機関に対する改善の申し入れなどを行っています。

　公共交通機関等の協力を得て、意見、要望、相談を受け付けるための意見箱（相談ボックス）を設置し、
様々な相談を解決につなげます。

ICT を活用した行政相談の試行

「相談ボックス」による相談受付

総合行政相談所の専門
相談員（各士業等）が、
行政相談センターに来
所した相談者からの相
談に対応　

（令和 2 年 10 月きく
みみ岡山）

一日合同行政相談所で、自宅等にいる相談者からの相談
に対応

（令和 2 年 10 月きくみみ兵庫）

新潟市内の都タクシー株式会社の営業所に「相談ボック
ス」を設置

（令和 2 年 10 月きくみみ新潟）

市区役所や町村役場で定期的に相談所を開設

自治会・婦人会・社会福祉団体など地域の方々との懇談会を開催 小中学校等で行政相談について説明する出前教室を実施

明知鉄道の駅舎に意見箱を
設置

（令和 2 年 11 月きくみみ
岐阜）

明知鉄道株式会社渡辺代表取
締役専務へ意見箱をお渡しす
る模様

行政相談週間のポイント③

令和 3 年
行政相談委員制度は 60 周年！

S30.02

S36.07

S37.09

S39.04

S41.07

S42.10

S53.06

S56.10

年月 年月主な出来事 主な出来事

行政管理庁で行政相談業務を開始

全国に 882 人の行政苦情相談協力委員を配置

行政苦情相談協力委員を行政相談委員に改称

行政相談委員を全市区町村に配置（定数 3,605 人）

行政相談委員法が施行

行政相談週間を設定し、各種行事を初めて実施

東京および名古屋で初めて総合行政相談所を開設

行政苦情 110 番を開始

S58.04

S62.12

H05.08

H06.10

H10.10

H16.04

H23.07

H30.06

一部管区局等で行政苦情救済推進会議が発足

総務庁本庁で行政苦情救済推進会議が発足

初めて特別行政相談活動を実施（北海道南西沖地震）

総務庁行政監察局が国際オンブズマン協会に加入

インターネットによる行政相談の受付を開始

行政苦情 110 番の全国共通番号（0570-090110）導入

行政相談委員制度 50 周年記念中央式典を開催

総務省行政相談センターの愛称「きくみみ」を決定

対応者

対応者

相談者

相談者

あなたの街で
活躍中！

行政相談制度・行政相談委員制度のあゆみ
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隣接市合同の行政相談パネル展

ホームページ運営の協議会活動について

ケーブルテレビでのＰＲ

心に残る相談事案

　より効果的な広報活動として、５年前から隣接する
多賀城市と塩竈市の委員 4 人が協同で、それぞれの
市内の大型商業施設内で行政相談改善事例パネル展を
開催。相談ブースも併設しています。
　パネルに興味を持って見ている人に声をかけて具体
の相談を聞いてみたり、他市町から来店した方の相談
を受けることができたり、委員が複数いることで運営
に負担が少ない等のメリットがあると思います。

　行政相談のＰＲのため、一宮市担当の近藤重幸委員
とケーブルテレビに出演しました。ラジオでのＰＲは
声だけですが、テレビだと顔も映りますので、少々緊
張しました。
　事例の紹介では、数年前に受けた事案の中から、解
決したものを２件説明しました。
　行政相談週間の前に放映されましたので、特設相談
所についてもお知らせすることができました。放映後、
数名の方から声を掛けられ、ＰＲの効果があったと実
感しました。
　今後も出演の機会を設けて行政相談をＰＲし、市民
と行政との“懸け橋”となるよう努めていきたいと思
います。

　大阪行政相談委員協議会ホームページ運営委員会で
は、府内の委員の活動報告を以下に掲載し情報発信し
ています。
○ホームページ（http://osaka-gyouseisoudan.org/）
○フェイスブック

（https://www.facebook.com/osaka.gyouseisoudan）
○ツイッター（https://twitter.com/osakachisoukyou）
　働き方改革やコロナ禍における感染防止のため、当
委員会でも編集作業や打合せは各自のパソコンからオ
ンラインで行っています。また、パソコ
ン技術習得のため、行政相談委員であれ
ば誰でもご参加いただけるパソコン勉強
会を毎月開催しています。興味のある方
は、是非ご参加ください。

　これまで多くの相談事案と関わっ
てきましたが、問題が解決し相談者
からいただいた温かい言葉は、活動
継続への大きなエネルギーとなりま
した。
　その一方で、制度等が壁となり、
相談者の意に添えなかったことも時折ありました。
　当地が台風で大きな被害を受け、災害援護資金の貸
付申込受付が始まり、相談者と市役所を訪れました。
しかし、前年所得額が条件に合わず申込を断念せざる
を得ませんでした。相談者は自営業で家屋が大きく損
壊し、数年は営業が困難な状況でしたので、何か割り
切れないものを感じました。
　他の機関も訪ねましたが、結果は厳しいものでした。
数日後、相談者から丁寧な手紙をいただき、若干のと
まどいもありましたが、今も心に残っている相談事案
の一つです。
　私としては、この時の気持ちを大切に、常に相談者
の立場に立ち、誠実に対応するよう心がけているつも
りです。

宮城県多賀城市　髙橋   勉 さん
　櫻井 道子 さん

塩竈市　北村 裕子 さん
　鎌田 稔子 さん

愛知県一宮市　　前田　旬子 さん

大阪府大阪市旭区　　奥小路　了 さん香川県高松市　　久保　正範 さん

～隣接する市の委員同士が、お互い力を合わせてパネル展
を開催。負担は少なく相談受付と広報の機会は倍増！～

イオン多賀城店で行政相談パネル展を開催した委員と宮城行政相
談センター職員（キクーンを囲んで）

花角新潟県知事への訪問 大井川茨城県知事への訪問

右から
近藤委員、
筆者

大阪行政相談
委員協議会

※行政相談委員協議会（地相協）は、行政相談委員が都道府県毎に結成し
ている団体です。

大阪行政相談委員協議
会ホームページ運営委
員会の様子

行政相談委員制度 60 周年に
関連する取組

　総務大臣から全地方公共団体の長宛てに「行政相談委員制度 60 周年を迎え
て－行政相談委員の活動への御協力のお願い－」（令和 3 年 3 月 30 日総務大臣
メール第 3 号）を発出し、行政相談委員が活動しやすくなるよう協力を依頼し
ました。令和 3 年 4 月から、行政相談委員による全国の都道府県知事、市町村
長等への訪問と連携強化の依頼等を順次実施しています。

地方公共団体宛て総務大臣メール（行政相談委員活動
への協力依頼）の発出

　「総務省動画チャンネル」（YouTube）での PR 動画の
公開や、行政相談のことを分かりやすく紹介する「行政
相談パネル展」、各種政府広報番組への出演などを通じて、
制度の PR と利用促進に取り組んでいます。

広報活動の実施

総務大臣
メールの内容は
こちらから
ご覧いただけます

行政相談委員制度 60 周年 検索
詳しくは総務省ホームページをご覧ください！

動画で行政相談委員
制度 60 年のあゆみ
を紹介

全国各地で「行政相談パネル展」を開催
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特
集
　
困
っ
た
ら
　
一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談

こんなご相談にも対応難しい問題も解決につなげます

外国人からの相談対応行政苦情救済推進会議

災害時の特別行政相談活動

　相談窓口に多言語音声翻訳機器や翻訳アプリを導入
したタブレット端末を配備して、相談の初期対応や広
報活動に活用するほか、英語メールでの相談も受け付
けています。
　また、地方公共団体の多文化共生担当、国際交流協
会等関係機関との協力・連携の推進に取り組んでいます。

大規模な災害が発生した際、被災された方を支援するため、様々な「特別行政相談活動」を行っています。

市が主催する外国人居住者向け相談会に参加し、行政相談を
受付（令和 2 年 11 月大阪府東大阪市）

令和 2 年 7 月豪雨の際に開設した特別行政相談所
（令和 2 年 8 月 5 日大分県日田市）

県国際交流協会が主催する県内支援団体担当者・通訳者向け研修会に参加し、
外国人関連の行政相談事例を紹介（令和 2 年 10 月　新潟県新潟市）

行政相談の「多言語リーフレット」
もございます

①被災された方への情報提供
　支援制度や地域ごとの相談窓口をまとめたガイ
ドブック「窓口リスト」を作成し、ホームページ
に掲載します。

②災害相談用フリーダイヤルの開設
　被災された方からの相談を通話料無料で受け付
けるフリーダイヤルを開設します。

③特別行政相談所の開設

　国の行政機関、都道府県、市区町村や行政相談
委員などの協力を得て、被災された方からの相談
に対応する特別行政相談所を開設します。

近年の主な特別行政相談活動はこちら

※英語メールでのご相談については、5 ページの「行政相談の窓口」をご覧ください。
　行政苦情救済推進会議は、総務省に申出
のあった行政相談事案の処理に民間有識者
の意見を反映させるための総務大臣の懇談
会です。制度改正等が必要な相談や、行政
相談委員から寄せられた意見について審議
して、解決を促進します。

有効期限が切れた国民健康保険および後期高齢者医療制度の被保険者証等を、自分で破棄できます。
（令和 3 年 4 月 28 日あっせん）

総務省本省の行政苦情救済推進会議メンバー（敬称略）

左から、
 江利川  毅（公益財団法人医療科学研究所理事長）
 小野  勝久（公益社団法人全国行政相談委員連合協議会会長）
 梶田 信一郎（元内閣法制局長官）
　 （座長） 松尾 邦弘（弁護士・元検事総長）
 齋藤 誠（東京大学大学院法学政治学研究科教授）
 髙橋 滋（法政大学法学部教授）
 南  砂（読売新聞東京本社常務取締役調査研究本部長）

会議での審議を経て改善された事例

相談要旨

あっせんの内容

調査の結果

　国民健康保険被保険者証の毎年度の更新のたびに、有効期限切れの被保険者証を返却するよう求めら
れるため、窓口まで行って返却しているが、被保険者証は、受診する病院で確認されるため、有効期限
切れのものが悪用されるとは考えられない。自分で破棄してもよいのではないか。
※四国行政評価支局で受付。四国地域行政苦情救済推進会議で審議

① 　有効期限切れとなった国民健康保険被保険者証、高齢受給者証および後期高齢者医療被保険者証
を保険者に返却せず、被保険者自身で破棄しても差し支えないこととする取扱いが可能となるよう、関
係法令の規定を見直すこと。

②　①の措置について、被保険者、都道府県および市区町村に周知すること。

　四国行政評価支局管内の保険者（国民健康保険：95 市町村、後
期高齢者医療：4 広域連合）を調査したところ、被保険者自身による
破棄を認めているのは、84 市町村（88.4％）・4 広域連合（100％）。
11市町村は、法令に決まりがあるなどとして返却を求めている。しか
し、返却されなかった場合でも、督促するなど回収業務までは未実施。
　厚生労働省としても、被保険者自身による破棄を認めることに特
段の支障がないこと。

総務省行政評価局は、全国
に共通する課題として、行
政苦情救済推進会議に付議
し、同会議の意見を踏まえ
て、 令 和 3 年 4 月 28 日、
厚生労働省にあっせんを行
い、改善を促した。
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都市の利便性と豊かな自然環境を享受で
きる高松市。同市は目指すべき都市構造
を「多核連携型コンパクト・エコシティ」
と表現し、交通体系の再構築、居住の誘
導などの施策を講じています。 松

市
［香川県］

高

利
便
性
と
自
然
を
と
も
に
享
受
で
き
る

「
瀬
戸
の
都
」

た
か
ま
つ
し

池や築山の変化に富む景観が「一歩一景」と称される国の特別名勝・栗林（りつりん）公園（上）。
夏を彩るさぬき高松まつりのイベント、平成 30 年の「総おどり AWARD」の優秀賞「弾ける娘たち」（下）。

人口：42 万 4,726 人
　　　（令和 3 年 9 月１日）
面積：375.65㎢
市の木：黒松
市の花：つつじ
市役所所在地：香川県高松市番町
　　　　　　　一丁目 8 番 15 号

Takamatsu City DATA
通
や
平
成
元
年
の
新
高
松
空
港
の
開
港
、

平
成
４
年
の
四
国
横
断
自
動
車
道
の
高

松
へ
の
延
伸
な
ど
に
よ
り
交
通
の
利
便

性
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
、
平
成
11
年
４

月
に
は
中
核
市
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
美
術
館
や
名
建
築
、
伝
統

工
芸
を
体
感
で
き
る
施
設
が
多
く
あ
り
、

さ
ら
に
讃
岐
う
ど
ん
や
新
鮮
な
海
鮮
類
、

オ
リ
ー
ブ
牛
な
ど
の
グ
ル
メ
、
国
民
保

養
温
泉
地
に
指
定
さ
れ
る
塩
江
温
泉
郷
、

沖
合
に
浮
か
ぶ
女め

木ぎ

島
、
男お

木ぎ

島
へ
の

船
旅
な
ど
人
々
を
惹
き
つ
け
る
観
光
資

源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

松
市
は
香
川
県
の
県
庁
所
在

地
と
し
て
、
ま
た
四
国
の
中

枢
管
理
都
市
と
し
て
発
展
し

て
き
た
都
市
で
す
。

　
「
高
松
」の
地
名
は
天
正
16
年
（
１
５

８
８
年
）
に
豊
臣
秀
吉
の
家
臣
の
生い

駒こ
ま

親ち
か

正ま
さ

が
玉た

ま
　
も藻
の
浦う

ら

に
築
い
た
城
を
高
松

城
と
名
づ
け
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

大
正
、
昭
和
、
平
成
に
わ
た
る
８
回

の
合
併
を
経
た
市
域
に
は
、
山
や
海
の

自
然
、
の
ど
か
な
田
園
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
都
市
部
が
調
和
す
る
生
活
空
間
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
63
年
の
瀬
戸
大
橋
の
開

高　
高
松
市
は
、
北
は
瀬
戸
内
海
に
面

し
、
南
は
讃
岐
山
脈
ま
で
続
く
、
風

光
明
媚
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
ま

た
一
方
で
、
国
の
出
先
機
関
や
企
業

の
支
店
等
が
集
積
さ
れ
る
な
ど
、
便

利
な
都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
調

和
し
た
ま
ち
で
す
。
こ
れ
ら
の
強
み

を
生
か
し
な
が
ら
、「
活
力
に
あ
ふ

れ
　
創
造
性
豊
か
な
　
瀬
戸
の
都
・

高
松
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

高松市長
大西秀人

活力にあふれ
創造性豊かな都市へ

香川名産の小麦、塩、醤油、煮干を生かし
た名物。名店が多く、中には打ち立てを食
べられる製麺所などユニークな店も。

日本三大水城の一つ、高松城の城跡に造ら
れた公園。園内には国の重要文化財の披

ひ

雲
うん

閣
かく

や櫓群、国の名勝の庭園がある。

国の伝統的工芸品の香川漆器。蒟
きん

醤
ま

、存
ぞん

清
せい

、
彫
ちょう

漆
しつ

、後
ご

藤
とう

塗
ぬり

、象
ぞう

谷
こく

塗
ぬり

の 5 つの技法があり、
菓子器や盆、飾り棚など種類が豊富。

名物

讃岐うどん
史跡

高松城跡（玉藻公園）
特産品

香川漆器

高松は盆栽の一大産
地で、特に松は全国 8
割のシェアを誇る。写
真は研修所を備えた情
報発信施設「高松盆栽
の郷」。

大型複合施設「たかま
つミライエ」にある

「高松市こども未来館」。
館内には日本とドイツ
の技術を結集したプラ
ネタリウムが。

丸亀町、片原町、兵庫
町の 3 つの商店街が
交差する場所にある高
松丸亀町壱番街前ドー
ム広場。各種イベント
にも利用される。

高松港の防波堤に立つ
世界初の総ガラス張り
灯台。愛称「せとしる
べ」。夕景、夜景が特
に素晴らしく、日本夜
景遺産に認定された。

高松市
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
デ
ー
タ
を
活
用

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
た
か
ま
つ

　

 

目
指
す
べ
き
将
来
都
市
構
造

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ま
ち
づ
く
り

　

 

助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
す

地
域
共
生
社
会
の
構
築

学
民
官
の
多
様
な
主
体
が

参
画
す
る
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
た
か
ま
つ
推
進
協
議

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
の
デ
ー

タ
を
活
用
し
、
地
域
の
課
題
を
解
決

し
て
い
く
高
松
市
の
事
業
が
「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
た
か
ま
つ
」
で
す
。

　

共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
欧

州
発
の
Ｆ※

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｅ
を
採
用
し
、

防
災
・
観
光
・
福
祉
・
交
通
・
健
康
・

行
政
な
ど
の
分
野
で
取
組
を
進
め
て

お
り
、
た
と
え
ば
防
災
分
野
で
は
市

内
の
各
観
測
地
点
に
水
位
・
潮
位
セ

ン
サ
ー
を
設
置
、
カ
メ
ラ
画
像
や
降

水
量
等
の
デ
ー
タ
と
あ
わ
せ
る
こ
と

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
「
見
え
る
化
」

を
実
現
し
ま
し
た
。

　

高
松
市
は
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
と

し
て
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用

お
よ
び
規
制
改
革
に
よ
り
未
来
の
暮

ら
し
を
実
現
す
る
「
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
」
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
始

め
て
い
ま
す
。

齢
者
、
子
ど
も
、
障
が
い

者
な
ど
、
対
象
ご
と
の
制

度
の
枠
を
越
え
、
市
民
の

生
活
上
の
問
題
を
解
決
し
、
包
括
的

な
支
援
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
備

す
る
た
め
、
高
松
市
は
平
成
30
年
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。「
ほ
っ
と
け
ん
市
民　

み

ん
な
で
つ
く
る　

ほ
っ
と
か
ん
ま

ち 

高
松
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、

高
松
型
地
域
共
生
社
会
の
構
築
に
向

外
の
住
宅
地
開
発
に

伴
い
市
街
地
が
拡

散
・
低
密
度
化
し
た

高
松
市
で
は
現
在
、「
コ
ン
パ

ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
拡
散
の
抑
制
と
都
市
機
能

の
集
約
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

施
策
の
ベ
ー
ス
と
な
る
の
が

公
共
交
通
を
基
軸
と
し
た
交
通

け
、「
地
域
の
み
ん
な
で
助
け
合
う

仕
組
み
づ
く
り
」「
話
し
や
す
く
分

か
り
や
す
い
身
近
な
相
談
支
援
」「
ど

ん
な
福
祉
の
困
り
事
に
も
対
応
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
で
は
戸
別
訪
問
な

ど
で
課
題
を
抱
え
る
人
と
つ
な
が
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
、
ま
る
ご
と
福

祉
相
談
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

体
系
の
再
構
築
で
、
そ
の
一
環

で
新
た
に
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、

自
転
車
等
と
の
交
通
結
節
拠
点

を
形
成
す
る
べ
く
、
駅
舎
や
駅

前
広
場
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｉイ

ル

カ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
を

活
用
し
た
利
用
促
進
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

産

高

郊
推進協議会の設立
総 会（ 右 ） と「 ス
マートシティたか
まつ シンポジウム
2019」（左）。

防災のダッシュボー
ド画面。迅速かつ安
全な防災対策に取り
組めるように。

※ＦＩＷＡＲＥ　EU（欧州連合）が官民連携で開発した次世代インターネット基盤ソフトウェア。

IC カード「IruCa」で電車とバスの乗継割引の
拡大、70 歳以上の市民の運賃半額補助を行う。

交
通
結
節
拠
点
の
整
備
計
画
図
（
高
松
琴

平
電
気
鉄
道
の
新
駅
「
伏
石
駅
」）。

　「若者から選ばれるまちを創る」と
いう目標を掲げる高松市は、市民や企
業、団体などで構成される「たかまつ
移住応援隊」の活動を軸とする移住・
定住の促進策に取り組んでいます。具
体的な事業には、オンライン移住相談
やWebサイト「高松市移住ナビ」の
運営、移住体験ツアーの実施、移住者
交流会の開催などがあります。

　3年に 1度、現代アートの作家や建築家との協
働で開催される瀬戸内国際芸術祭、そして４年に
１度、開催される高松国際ピアノコンクールとい
う高松市を舞台とする２つの文化イベントが来年
（令和 4年）、ともに開催される予定です。国際的
な文化交流の場であり、市にとっては地域の活性
化や国内外に向けた魅力発信の機会でもあります。

地域に出向き、困りごとを抱える人に接して話を聴き、関係機
関につなげて解決を図る、まるごと福祉相談員の野崎さん。「み
んなが安心して暮らせる地域づくりに役立てる仕事です」

鉄道・バス・タクシー事業を運営し、ことでん文学賞などのユニー
クな事業も企画。「安全で便利、エコ、健康にもつながる公共
交通事業を通じて市と共にまちづくりを進めていきます」

U ターン後、たかまつ移住応援隊に参加し、故郷の男木島で市
の移住施策に参加する福井さん。「子育てにも向いた島の魅力
が知られるようになり、今や島民の 4 割近くが移住者です」

ま
る
ご
と
福
祉
相
談
員

高
松
琴
平
電
気
鉄
道
㈱
代
表
取
締
役
社
長

た
か
ま
つ
移
住
応
援
隊　

移
住
リ
ー
ダ
ー

野
崎
文あ
や

さ
ん

真
鍋
康
正
さ
ん

福
井
大
和
さ
ん

生き生きしてる！

住民主体で課題を把握するための地域福祉ネットワーク会議。

買い物代行などの支え合いサービスを行う地域の取組。

たかまつ移住応援隊が活躍

移住・定住促進事業

世界に魅力を発信！

瀬戸内国際芸術祭と
高松国際ピアノコンクール

首都圏などでも移住希
望者との交流会を実施
している。

男木島に展示された山
口啓介作「歩く方舟」。

第４回高松国際ピアノ
コンクールの演奏風景。



総数（2,015 人）

18～ 29歳（228 人）

30～ 39歳（240 人）

40～ 49歳（366 人）

50～ 59歳（324 人）

60～ 69歳（335 人）

70歳以上（522人）

利用している（小計）77.8 利用していない（小計）21.6

よく
利用している

ときどき
利用している

無回答 ほとんど
利用していない

利用して
いない

（％）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

68.0
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84.3
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16.5 8.0
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総
務
省
で
は
、
民
間
企
業
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

方
々
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
支
援
す
る
た
め
、

身
近
な
場
所
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政

手
続
き
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
方

法
・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
学

べ
る
無
料
の
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
講
習

会
」
を
、
令
和
３
年
６
月
か
ら
全
国
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
の
講
師
は
総
務
省
指
定
の
特
別

な
研
修
を
受
け
た
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援

員
」
が
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
講

習
会
は
ど
な
た
で
も
、
何
度
で
も
受
講
で

き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り

便
利
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
不
安
の
あ
る
方

ご
本
人
だ
け
で

は
な
く
、
ご
家

族
や
ご
友
人
の

な
か
で
「
デ
ジ

タ
ル
活
用
を
は

じ
め
た
い
」
と

お
考
え
の
方
が

お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
周
囲
の
皆

と
が
で
き
、
多
様
な
幸
せ
が
実
現
で
き
る

社
会
を
目
指
す
た
め
、「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
総
務
省
で
は
高
齢
者
等
が
デ
ジ
タ
ル

活
用
の
恩
恵
を
受
け
、
活
き
活
き
と
よ
り

豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

講
習
会
を
実
施
す
る
団
体
に
は
2
つ
の

種
類
が
あ
り
、
団
体
に
よ
っ
て
実
施
す
る

講
座
メ
ニ
ュ
ー
が
異
な
り
ま
す
。
全
国
の

携
帯
電
話
の
シ
ョ
ッ
プ
等
を
中
心
と
し

た
「
全
国
展
開
型
」
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
活
用
に
つ
い
て
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ

「
応
用
講
座
」
を
取
り
扱
い
、
も
う
一
方

で
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
た
地
域
の

企
業
等
を
中
心
と
し
た
「
地
域
連
携
型
」

は
そ
の
「
応
用
講
座
」
に
加
え
、
電
源
の

入
れ
方
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
な

ど
、
機
器
の
操
作
の
仕
方
を
含
め
た
「
基

本
講
座
」
を
取
り
扱
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

以
下
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
活
用
支
援
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

掲
載
し
て
い
る
動
画
を
見
る
こ
と
で
、
ご

自
宅
で
も
講
習
会
の
内
容
を
復
習
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

様
も
受
講
の
ご
予
約
を
お
手
伝
い
い
た
だ

く
な
ど
、
積
極
的
な
応
援
や
後
押
し
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
講
習
会
等
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
講
習
会
等
を
開
催
す
る
地
域

で
定
め
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
へ
の
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
よ
く

確
認
し
て
内
容
に
従
う
こ
と
と
し
、
感
染

拡
大
防
止
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
状
況
に
応
じ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

の
講
習
会
等
の
実
施
も
推
奨
し
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
3
年
1
月
に
公
表
さ
れ
た
内
閣
府

の
世
論
調
査
で
は
、
60
歳
台
の
25
・
７
％
、

70
歳
以
上
の
57
・
８
％
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
を
利
用
で
き
て
い
な
い
と
回
答
し
て

お
り
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
機
器
を
活
用
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
情

報
通
信
技
術
を
利
用
で
き
る
人
と
利
用
で

き
な
い
人
と
の
間
に
生
じ
る
格
差
の
こ
と

は
、「
デ
ジ
タ
ル
格
差
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
・

デ
バ
イ
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
国
で

は
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
り
、
一
人
一
人

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ

　

講
習
会
は
、
参
加
無
料
で
す
。
ま
た
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
特
定
の
サ
ー
ビ
ス
へ

の
勧
誘
と
い
っ
た
営
業
行
為
等
は
禁
止
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
セ
ー
ル
ス
や
勧
誘

等
に
不
安
を
抱
く
方
で
も
安
心
し
て
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

講
習
会
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

　
（
１
）
ま
ず
下
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先

に
お
電
話
い
た
だ
く
か
、
専
用
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
て
、
お
近
く
の
講
習
会
開
催

の
窓
口
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
で
は
、
お
住
ま
い
か
ら
お
近
く
の

実
施
情
報
や
実
施
団
体
の
連
絡
先
を
知
る

こ
と
が
で
き
便
利
で
す
。

　
（
２
）
次
に
各
講
習
会
の
お
問
い
合
わ

せ
先
に
、
直
接
、「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
」

の
講
習
会
に
参
加
し
た
い
と
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
（
３
）
当
日
、無
料
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
実
施
場
所
に
よ
っ
て
は
左
の
ロ

ゴ
が
掲
載
さ
れ
た
の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
等

が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
場
所
で
も
講
習
会
等
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

一般財団法人 日本データ通信協会（執行団体）デジタル活用支援センター

ポータルサイト：https://www.deji-katsu.jp/

お問い合わせ先

「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
」

と
は
？

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

講
習
会
で
何
が
学
べ
る
の
？

講
習
会
に
参
加
す
る
に
は
？

スマホの活用方法が学べる！
高齢者等に向けて、デジタル活用支援

の講習会が全国で始まりました！

● 講習会の実施場所によって、参加には事前申し込みが必要な場合があります。また、新
型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加者の定員を設けているものもあります。

● 受講される講座によっては、当日持参していただくものもあります。
●  取り扱う講座は、講習会の実施場所または講習会の実施団体ごとに異なります。受講を

お考えの場合は、事前にお電話にての予約・確認をお願いいたします。

月～金曜日 9:30 ～ 16:30（祝休日および時間外は自動音声対応）

TEL：03-5974-0129
Email: deji-katsu@dekyo.or.jp

講習会の様子。

高齢者におけるデジタルデバイドの現状

問：あなたは
　　スマートフォンや
　　タブレットを
　　使用していますか？

60 歳台の 25.7％、
70 歳以上の 57.8％が
スマートフォン等を　
利用できていない

全国展開型
（全国の携帯電話ショップ等）

①マイナンバーカードの
　申請方法
②マイナポータルの活用方法
③マイナポイントの
　予約・申込方法
④e-Tax の利用方法
⑤オンライン診療の利用方法
⑥地域におけるオンライン
　行政手続の実施方法

全 国 展 開 型 で は、基 本 講 座 は
取り扱いません。

①マイナンバーカードの
　申請方法 
②マイナポータルの活用方法 
③マイナポイントの
　予約・申込方法 
④e -Tax の利用方法 
⑤オンライン診療の利用方法 
⑥地域におけるオンライン
　行政手続の実施方法

①電源の入れ方、ボタンの
　操作方法 
②電話のかけ方、カメラの
　使い方 
③アプリのインストール方法 
④インターネットの利用方法 
⑤メールの利用方法 
⑥地図アプリの利用方法 
⑦SNS（ソーシャル・ネット
　ワーキング・サービス）・
　コミュニケーションアプリ
　の利用方法

地域連携型
（地域の ICT 企業や福祉団体等）

応
用
講
座

基
本
講
座

その他
注意点

※出典：内閣府広報室「情報通信機器の利活
用に関する世論調査」（2021 年１月22日公表）
・期間：2020 年 10月１日～ 11月15日
・対象：全国 18 歳以上の日本国籍を有する者
3,000 人（有効回収数：2,015 人）
・目的：情報通信機器の利活用に関する国民の
意識を把握し、今後の施策の参考とする。
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総
務
省
統
計
局
が
毎
月
実
施
し
て
い
る

統
計
調
査
に
は
「
労
働
力
調
査
」「
家
計

調
査
」「
小
売
物
価
統
計
調
査
」
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
結
果
は
、「
完
全
失
業
率
」
や
「
世

帯
の
消
費
支
出
」「
消
費
者
物
価
指
数
」

な
ど
と
し
て
毎
月
公
表
さ
れ
、
国
民
の
共

有
財
産
と
し
て
経
済
の
発
展
や
生
活
の
向

上
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
の
様

相
を
あ
ら
わ
す
様
々
な
デ
ー
タ
と
し
て
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
労
働
力
調
査
」
は
、
雇
用
の
実
態
を

調
べ
「
就
業
者
数
」
や
「
完
全
失
業
率
」

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。
結
果

は
、
雇
用
対
策
や
景
気
動
向
を
判
断
す
る

資
料
の
一
つ
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
家
計
調
査
」
は
、
家
計
の
収
入
と
支

出
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。　

結
果
は
、
年
金
制
度
の
検
討
や
医
療
費
算

定
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
小
売
物
価
統
計
調
査
」
は
、
商
品
の

価
格
、
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
の
変
化
を
明
ら

か
に
す
る
調
査
で
す
。
結
果
は
消
費
者
物

価
指
数
や
年
金
額
の
改
定
の
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
統
計
調
査
は
、
暮
ら
し

や
社
会
の
実
態
を
反
映
し
、
国
や
地
方
公

共
団
体
が
政
策
を
行
う
際
の
重
要
な
判
断

基
準
に
な
り
ま
す
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
社
会
経
済
へ
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
現
状
下
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
感
染
防
止
に
最

大
限
留
意
し
た
上
で
、
確
実
に
統
計
調
査

を
実
施
し
て
、
現
下
の
社
会
経
済
情
勢
を

明
ら
か
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
に
な
る
の
は
、
統
計
的
な

方
法
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
一
部
の
世
帯

や
事
業
所
で
、
誰
も
が
対
象
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
み
ん
な
の
よ
り

良
い
暮
ら
し
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

の
回
答
が
不
可
欠
で
す
。

　

統
計
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
力
調
査
で
何
が
見
え
る
？

明
日
の
く
ら
し
が
見
え
て
く
る
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
踏
ま
え
た
統
計
調
査
の
実
施

家
計
調
査
で
何
が
見
え
る
？

小
売
物
価
統
計
調
査
で
何
が
見
え
る
？

総務省統計局ホームページ 
～労働力調査・家計調査・小売物価統計調査のご紹介～　はこちら
➡ https://www.stat.go.jp/info/kouhou/keijyou.htm

※センサスくんとみらいちゃんは総務省統計局のイメージキャラクターです。

雇用の　  に

消費の　  に

物価の　  に

労働力調査

家計調査

小売物価統計調査

?

?

?

女性の年齢階級別労働力率の推移
（1985 年・2020 年）

世帯主の年齢階級別「健康保持用摂取品」の支出金額
（二人以上の世帯）（2020 年）

「牛乳」の小売価格の推移
東京都区部（2018 年１月～2020 年12 月）

　 女 性 の 年 齢 階 級 別 の「 労 働 力 率 ※1」を
み る と、「M 字 カ ー ブ ※2」の 底 は、1985
年 は50.6 ％（30 ～34 歳 ）で し た が、
2020 年は76.0％（35 ～39 歳）となっ
ており、M 字の底が上昇し、台形に近づい
ています。

　 世 帯 主 の 年 齢 階 級 別 に サ プ リ メ ン
トなどの「健康保持用摂取品」の支出
金 額 を み る と、70 歳 以 上 の 世 帯 の 支
出 が 最 も 多 く、最 も 少 な い40 歳 未 満
の世帯の約４倍となっています。

　牛乳の価格は、近年では2019 年前
半に上昇傾向にあったものの、その後
はおおよそ横ばいで推移しています。

※ 1 　労働力率とは、労働力人口比率（（就業者＋完全失業者）
÷15 歳以上人口）のことを指す。

※ 2 　女性の労働力率は、一般に、学校卒業後の年代で上昇し、
その後、結婚・出産を機にいったん低下し、育児が落ち着いた
時期に再び上昇するという、M 字カーブを描くといわれる。

注） 「健康保持用摂取品」とは、栄養成分の補給など保健、健康
増進のために用いる食品（サプリメントなど）のことをいう。

注）店頭売り、紙容器入り（1,000mL 入り）、１本

結果から
いろいろなことが
見えてきます。
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保
険
金
等
の
支
払
期
日
か
ら
１
年
以
上

過
ぎ
て
も
、
ま
だ
保
険
金
等
を
お
受
け
取

り
い
た
だ
い
て
い
な
い
お
客
さ
ま
に
「
保

険
金
等
支
払
案
内
書
」
の
送
付
に
加
え
、

郵
便
局
社
員
に
よ
る
手
続
案
内
、
か
ん
ぽ

生
命
に
よ
る
電
話
連
絡
等
に
よ
り
、
で
き

る
だ
け
早
く
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
よ
う

ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
お
受
け

取
り
い
た
だ
い
て
い
な
い
保
険
金
等
が
あ

り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
保
険
証
書
を
ご
確
認
の
上
、
ご

請
求
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

お
引
越
し
等
に
伴
う
住
所
変
更
の
お
手
続

き
が
さ
れ
て
い
な
い
と
、
重
要
な
お
知
ら

せ
を
お
届
け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
近
く
の
郵
便
局
、
郵
送
（
メ
ー

ル
オ
ー
ダ
ー
）
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
か
ん
ぽ
生
命
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
マ
イ

ペ
ー
ジ
）
で
住
所
や
電
話
番
号
の
変
更
の

お
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お受け取りになっていない
簡易生命保険の保険金は

ありませんか？
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お問い合わせ先は、最寄りの郵便局、かんぽ生命の支店、またはかんぽコールセンターまで

　

日
本
全
体
に
お
い
て
人
口
が
減
少
局
面

に
あ
る
中
、
特
に
過
疎
地
域
で
は
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
地
域
産

業
の
衰
退
や
生
活
基
盤
の
弱
体
化
、
集
落

機
能
の
低
下
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。 

　

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
豊
か
な
自

然
や
農
地
・
森
林
な
ど
を
有
し
、
水
源
の

涵
養
、
食
料
の
生
産
、
自
然
災
害
の
防
止

な
ど
を
通
し
て
、地
域
内
の
み
な
ら
ず
、都

市
を
含
め
た
人
々
の
生
活
や
生
産
活
動
を

支
え
る
公
益
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
過
疎
地
域
の
様
々
な

取
組
に
つ
い
て
、
更
な
る
議
論
を
深
め

る
と
と
も
に
、
全
国
の
優
れ
た
取
組
に

触
れ
、
参
加
者
相
互
の
交
流
を
図
る
な

ど
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
将

来
に
向
け
た
取
組
を
考
え
る
契
機
と
す
る

た
め
、
11
月
４
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、「
過

疎
地
域
の
持
続
的
発
展
を
め
ざ
し
て
〜
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
守
り
、
若
者
が
誇
り
と

希
望
を
持
て
る
地
域
づ
く
り
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、「
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
２
１
in
こ
う
ち
」
を
開
催
し
ま
す
。

是
非
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

全国過疎問題シンポジウム 2021 
in こうち
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全国過疎問題シンポジウム実行委員会事務局（高知県　中山間振興・交通部　中山間地域対策課内）
〒 780-8570　高知県高知市丸ノ内１丁目 2 － 20
TEL:088-823-9739  FAX:088-823-9258

お 問 い 合 わ せ 先

【
趣
旨
・
経
緯
】

【　　　　　　 】 
11 月4日（木）全体会（10:00 ～ 17:00）

● 過疎地域持続的発展優良事例表彰式
● 基調講演
　「過疎地域の持続的発展をめざして」
　 講師：宮口　侗廸（早稲田大学名誉教授・文学博士） 
● パネルディスカッション
　 コーディネーター：小田切 徳美
　　　　　　　　（明治大学農学部食料環境政策学科教授）

　 パ ネ リ ス ト：岩﨑 憲郎
　　　　　　　　（元高知県大豊町長）

　　　　　　　   ：尾野 寛明
　　　　　　　　（有限会社エコカレッジ代表取締役）

　　　　　　　  ：高橋 明子
　　　　　　　　（株式会社エンパブリックコーディネーター）

　　　　　　　  ：谷岡 優花
　　　　　　　　（高知県総務部広報広聴課チーフ（広聴担当））

● 過疎地域持続的発展優良事例表彰団体等
　 事例紹介

一昨年度の様子：「全
国過疎問題シンポジウ
ム 2019in あおもり」

（青森県で開催）

受付時間　（平日 /9:00 ～21:00、土・日・休日 /9:00 ～17:00 ※1月1日～ 3 日を除きます）
　※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更となる場合がございます。
　※「保険証書」や「ご契約内容のお知らせ」により、契約内容・保障内容等をご確認ください。
　※個人情報保護のため、契約者などご本人さまからのお電話をお願いいたします。

●かんぽコールセンター　　　　　　　　Tel.  0120-552-950（通話料無料）
　ご高齢のお客さま専用コールセンター　Tel.  0120-744-552（通話料無料）

●独立行政法人 郵便貯金簡易生命保険管理・郵便局ネットワーク支援機構
　https://www.yuchokampo.go.jp/topics/attent_kampo.html

いま一度、保険証書をご確認ください

※郵政博物館提供

全国過疎問題シンポジウム
2021in こうちの概要
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